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松 本 盆 地 の 第 四 紀 地 質

松本盆地 の 形成過程 に 関す る研究（3＞一 一

松本盆地 団体 研 究 グ ル ー プ
＊

1 ，まえが き

　松本盆地 は ，南北方向 （塩尻
一

大町）が約 SO　k鵜

東西方向 （松 本付近）が 約 10km の 南北 に 細長い 盆地

で あ り，そ の 面積は お よ そ 480km2 に 達す る 。 盆地南

半 部 に は ，ロ
ーム 層を の せ る平均勾配 1／80程度の 比較

的緩傾斜 の 扇状地 が広 く分布す るの に 対し て，盆地北

半部は，平均勾配 1／50 程度 の 沖積扇状地 が 広 く分布す

る．

　松本盆地団体研究 グ ル ープ は，1971年以来松本盆地

の 形成過程 を解明す る こ とを 目的 と し て ，研究をすす

め つ つ あ り，そ の 地質の 概要に つ い て は ， す で に 報告

し た （松本盆地団体研究 グ ル ープ，1972）．こ の 報告で

は，1972〜1974年の 「内陸盆地 の 形成過程 に 関す る総

合研究1 の
一

環 と し て お こ なわれ た地質調査 の 報告を

主 とする が
， 問題点 の 整理 と い う意味 も あ り，松 本盆

地 の 形成過程 に つ い て も， 考察 し た い ．し か し，盆地

を 埋積す る 第 四 紀堆積物 に つ い て，未だ，不 明 な 点が

多く， ま た ， 盆地周辺 の 基盤岩類 に つ い て の 調査 も充

分 に は 進ん で い な い の で ， 今後 に 残 され た問題点 が 多

い ．

　地質調査 に は，次の 方 が た が参加 され た．阿部卓，

飯島ゆ り子 ， 石 田 聖 ，
石 田啓祐，石 橋俊 明 ， 伊藤 誠，

稲垣進 ， 梅村弘 ， 小笠原幸夫，織田聡 子，会由美子 ，

木内
一

己，鬼頭
一
博 ， 黒 田吉益，小坂 共栄，小松 虔，

斎藤尚人，沢村寛，清水勇一
， 鈴木高 ， 武田尚幸 ， 田

崎正和 ， 高橋恵子 ， 手塚光彰，仁科 良夫，藤本勝彦，

宮嶋佐枝子，安野信，矢野孝雄 ， 山内健
一

， 山下昇，

吉 田 充夫．

尊
新井健 司

＊ ，石 井 久夫 （大 阪市立 自然 史博物館），伊藤孝
’，内田 克

喰，遠 藤輝 （神奈 川県立 津久 井高校），○岡 部孝次
事，O熊 井 久雄

廟，
故小菅範昭

串．O 近藤洋
一8 ，郷原 保真

掌，○ 酒 井潤
一゚，斎藤義則 ，゚

塩 野敏 昭
寧，島 田安 太 郎 （長 野県楢川 村），下野 正博 （大阪 府立四條

畷 高校），隈田耕治
寧，角谷邦明

串，○関口 尚志  　田 中俊廣 （長野県

立木 曽東高校 ），趙哲済
寧，中西

一裕   O 中島豊志
，，中村 由克

li

林

田 守生
1，松 本俊幸

寧，三 谷豊 （千 葉県立 柏高校 ），柳 沢文孝
蔀，山本

裕之 ，゚吉 野博厚 （新潟大 学理 学 部） （
＊

；信州 大学 埋 学 部，O ：執

筆 者）

　塩尻市役所 片丘支所 お よ び同支所 の 野田 さ ん夫妻に

は，調査 の 際お 世話 に な っ た ．信州大学 理 学 部の 藤 田

敬氏 に は 図表 の 製図 をお 願 い した．以上 の 方が た に 厚

くお礼申 しあげ る．

　著者 の
一

人，小菅範昭 さ ん は
，
1975 年 6 月 13 日 ， 卒

業研究中 に
， 蓼科 山南麓で遭難され た．慎ん で哀悼 の

意 を表す る．

　本研究 の
一

部 に 文部省科学研究費を使用 し た．

A ．基盤岩類

II．地質

　盆地 西側 の 北 ア ル プ ス お よ び そ の 前山地帯は ， 主 と

し て古生層 と花崗岩か らな り，古生層 の 走向 は 盆地 の

長軸と約 70度で斜交する．前山地帯 に は，ほ ぼ南北性

の 顕著な断層が存在 し，こ の 東側の 丘陵性山地 は，盆

地側 に 向 っ て ，次第 に 高度を減 じ ， 鳥川 ， 中房川 ， 鎖

川 な ど の厚 い 扇状地堆積物 に お お わ れ る．し た が っ て，

盆地 西縁 の 山 脚線は ，入 り くん で い る．

　盆地 の 東側 に は ， 北部 フ ォ ッ サ 。マ グ ナ の 中新〜鮮

新統が分布す る．盆地東縁 に は ，新第三 系を切 る ほ ぼ

南北性 の 断層群 が 存姦 し
， 階段的に 西側が沈降 し て い

る。山脚線は ， 盆地西縁 とは対照的に 直線的で あり，

特 に 盆地北部は，顕著で ある．

B ．塩嶺累 層

　熔岩 お よ び火山砕屑岩類 よ り な る 塩嶺累層 （M 〔）．

MOSE
，
　K ・et　al

”
1959） お よ び そ の 相当層 （松本盆地団

研，1972） は
， 霧 ケ 峰を中心 に 広 く分布す る，松 本盆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か つつる

地 周 辺 で は ， 盆 地 東南縁 の 勝弦，塩尻峠 ， 東山 ， 松本

東方 の 美ケ 原 な ど に 分布し， 鉢伏山 に も局部的に 鉄平

石 型熔岩が 分布す る．こ れ ら の 地域 に お け る 分布基底

高度 は
，

か な りの 差異があ り，勝弦で は ほ ぼ海抜 700
m 以下 （下限不 明），東山西方 の 五 百渡橋付近 で 880m ，

小坂 田 公園北方 1km で は 760　m ，美 ケ 原 で は ほ ぼ

1，600　m
， 鉢伏山 で は 1，850m を示 す．
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　松本盆地南縁 よ りわ ずか に 南 に 入 っ た古生層地域の

辰野町小野 に お い て は ， 塩嶺累層 の 凝灰角礫岩層 ・ 熔

岩流の 下位 に ， シ ル ト岩層が整合に 分布す る 。 同 町 小

野 の 押野 に お い て は （標高 83  m ），こ れ ら の シ ル ト岩

層は層厚 10m （＋ ）で ， 厚 い 浮石層 ， 白色凝 灰岩層を

は さみ ，礫岩層に 移化す る 部分もあ る．礫岩層は ， 古

生層起源 の 砂岩，粘 板岩，チ ャ
ー

ト な ど の 亜 円
〜亜角

礫 よ り な り，淘汰 は悪 い ． こ れ らの 地層 は ， 部分的 に

は ，傾斜が か な り急な と こ ろ があ り （例 えば，N60 °E
，

41”NW ），洪積世後期 の 小野泥炭層 に 不整 合 に お お わ

れ る．
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第 1図　松本盆地層序

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ　ば

　松 本盆地西南縁 の 塩尻市洗馬 で は ， 奈良井川 河床（標

高 715m ） に ，白色 の 凝 灰 岩層 （層 厚 4m ＋ ） をは

さむ 礫層が分布す る．礫層 の 下限 は 不明 で あ る が ，す

ぐ近 くま で 古生層 が 分布す る の で
， 古生層 の 上 に 不 整

合 で の っ て い る もの と推定 され る．礫層は ， 古生層起

源 の 砂岩，粘板岩，チ ャ
ー

ト な ど の 中円礫 よ りな り，

淘汰 は よ く，マ ト リ ッ ク ス は ル
ー

ズ な粗粒砂 で あ る．

本層 は，洪積世最末期 の 段丘堆積物に 不 整合 に お お わ

れ る．

　松 本市南方の 中山 で は ， 基盤 をなす 中新統 を不整合

に お お っ て ，凝灰質 シ ル ト層 が 分布す る （標高 620m ）．

と こ ろ に よ っ て は， ラ ミ ナ が発達し た 粗粒砂層を は さ

み ， 円磨 された黄 色浮石を多量 に 含む．本層 は 分布が

せ ま く，構造 などは 不 明で あ る が，洪積世後期初葉 の

中山泥炭層 に 不整 合 に お お わ れ る．

　松本市北方，田 沢 の 犀川河床 （標高 540m ） に は，

厚 さ 1〜 2m の 現河 床礫層 の 下位 に ，急傾斜 （N23
°

W
，
80°SW ）した凝灰質 シ ル ト層 ・礫層 の 互層 が 分布す

る．当地域 に お い て は ， 全面的 に 沖積層 に お お われ る

た め ，層厚 ・ 層序 ・ 分布な ど の 詳細に つ い て は 不 明 で

あ る．本層 は，す ぐ北方 の 明科 か ら大町東方に か け て，

中山 丘 陵 を構成 し て い る 大 峯累層 （姫 川 団体 研究 グ

ル
ープ，1958） に 連続す る可能性 が きわ め て強 い ．大

峯累層 か ら は ，
メ タ セ コ イ ア （！吻 燃 砌 πo吻 が 報告さ

れ て い る （姫川団研，1958）．

　松本市東方 の 武石峠 に お い て （標高 1
，
　760　m ）， 美 ヶ

原 の 熔岩類 に お お わ れ る武 石 峠礫層が分布 し，厚い 白

色凝灰岩層 をは さむ （松本盆地団研，1972）．

　上述の 堆積物 は ，
い ずれ も同時期 の 可 能性 が 強 い ．

C ．大 ロ 沢巨礫群

　松本市 北方 の 豊科 町 大 口 沢付近で は，新第三 系中 に

刻み 込ま れ た谷底に ，花崗岩や古生層 の チ ャ
ー

ト
， 砂

岩な ど の 巨礫 （径 1〜 3m ）が散在す る．こ の 地域 は ，

主 と し て
， 頁岩 ， 砂 岩 ， 細粒 の 礫 岩 よ り な り，巨礫 が

第三 系中よ り洗い 出 され た 可能性 は な い ．

　接崟面 図 （第 2 図） に よ れ ば
， 松 本市北方 の 新第三

系地域は ，
ほ ぼ 800〜goo　m の 平坦面 を な

L

し，盆地 の 東

縁に そ っ て，大町東方 に 分布す る 900〜1， oom の 大 峯

面　（小林 ・平林 ，
1955） へ と連続する，

　大町 東方 の 大峯面上 に は，小林 ・平林 （1955）の
”

山

砂利
”

が分布す る．“

山砂利
tt

は 地層 をなす もの で は な

く， 大 口 沢 と同様に ， 花崗岩， チ ャ
ートな どの 巨礫や

大礫が大峯面上 に 散在 して い る もの で あ る ．大 口 沢付

近 の 谷底 に 散在する 巨礫群 も，
か っ て は 800〜900m の

平坦面上 に あ っ た もの が，侵食 に よ り沢が深 くな る に

つ れ，谷底 へ 転落 し た もの と推定 され る ．

　松本盆地団研 （1972） は，後で 述 べ る 梨 ノ 木礫層と

こ の 巨礫群 を対 比 しつ つ も，梨 ノ 木礫層基底面 と 巨礫

群が の る地 形面 は 異な る か も知 れな い ，と指摘し た こ

と があ る．そ の 後 の 調査 に よ れ ば，大 口 沢に 近 い 松本

市城 山 と明科町長峰山で は，梨 ノ 木礫層 の 基底面高度

は，720　m （城 山 に お け る基底面 の 最高地点）と 700　m

（長峰 山 ） で あ り， 大峯面 お よ び そ の 相当面 よりも約

100m 低 い ．ま た 両地域の 梨 ノ 木礫層 は ， 細〜中礫 を 主
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第 2 図　松本盆地周辺 の 切峰面図 （地 団 研松本 支 部 作 製，
一

部 加 筆）
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第 3 図　柱 　状　図

1 ：塩尻市洗馬梨 ノ 木，N − 71− L 　2 ：穂高 町 穂高 カ ン トリーク ラ プ，　 K − 71一且，　 3 ：穂高

町 穂 高 カ ン トリーク ラ ブ
， K − 71− 『， 4 ：松本市美鈴湖，　 A − 71 − H ，

5 ：松 本市城 山，　 J −

71 − 1 ，　6 ：塩尻市片丘長畝 ， K − 75− L 　7 ：松本市中山，　 N − 75− 1，　8：塩 尻 市 洗馬岩 垂

K 一
且．

と し，径 50   を こ え る よ う な 巨礫 は 含 ま な い ．

　こ れ らの 点か ら， 大 口 沢 の 巨礫群 ， 大峯面 上 の 巨礫

群 が
， 北 ア ル プ ス よ り運ば ん され た時期は，梨 ノ 木礫

層 の 堆積前で あ っ た こ とは 確実 で あ る．

D ，梨 ノ 木礫層

　塩 尻市 洗馬梨 ノ 木 （N − 71− 1）を模式地 とす る梨

ノ 木礫層 は ，現在 の 盆地 に そ っ て 分布す る最 初 の 厚 い

堆積物 で あ る．

　模式地 の 梨 ノ 木 で は ，堆積面 の 標高 840m ，層厚 30

m の 礫層 で ， 花崩岩 ， 砂岩，粘板岩，チ ャ
ー

トな どの

亜 角〜亜円礫 よ り な り， 淘汰 は 良 い ． マ ト リ ッ ク ス は

黄 褐色粗粒 砂 で ，上 部 は 火山灰質 とな る．梨 ノ 木に お

い て ， 本層が分布す る地域 は，か な り開析 が 進 ん だ 丘

陵性 の 地 形 を 呈 し ， 梨 ノ 木 ロ
ーム 層 （松本盆地団研，

1972）　カ〜厚くお お う．

　本層は梨 ノ 木の ほ か に ， 盆地南西縁 の 朝 日村 小野沢

（堆積 面 の 標高，800〜1，000m ，層厚 30　m ），鉢 伏山
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ t うやま

西麓 の ケ イ ト山 （1，000m ， 層厚 100m ）， 松本市城 山
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あか しな

（700〜740m ，層厚 30〜40　m ），明科町長 峰山 （740

m ，層厚 25m ），烏川ぞ い の 穂 高 カ ン ト リ
ー

ク ラ ブ （910
〜1，000　m ， 層厚 30m ＋ ）な どに ， 松本盆地 をと りま

い て分布 し，い ず れ も，盆地 に 向 っ て 1ぴ 前後傾斜 し て

い る 。ま た
， 梨 ノ 木礫層 は，一

般 に ，後背地 の 影響 を

強 く受 け て
， 層相 の 変化 が は げ しい ．松本市城 山や ケ

イ ト山 で は 本層下 部 に 泥炭層 が夾在 し， ヒ メ バ ラ モ ミ

（A
’
cea 　MczxiMowth2ii 　REGEL ）の 毬果を産す る．

　梨 ノ 木 ロ
ー

ム 層 （松本盆地団研，1972） は ， 梨 ノ 木

礫層に 整合に 重 な り，
ク リ ス タ ル ・ア ッ シ ュ

， 赤褐色

ス コ リ ア，黒雲母密集帯な ど の 鍵層 を 爽在する． ク リ
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CI （下 ） Cz〔甲 ｝ C5 〔上 ｝

浮 　眉 　 量 少 　な 　 い 中 多　　 　い

石 　　　 英 多　　 　 い 少　な　い 夢　な 　い

黒　雲 　 母 甲 中 多　　 い

色　　 　 調 禍 　　　色 黄 　褐 色 黄 褐 色

H
／ 磁 鐡 鉱 鷲醇脚眉 角 閃 石 普通 輝 后 りん コン ギ 轟［丿一温 度
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425425
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・
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第 5 図 　ク リス タ ル ・
ア ッ シュ の 肉眼的特徴 な ら

　　　　び に重鉱物組成 とキ ュ リー
温度

　　　　　　　　　　　　 （分析者，下野 正 博）

ス タ ル 。ア ッ シ ュ は 主 と して ，黒雲母，角閃石 ，高温

型石英， 斜長石 の 斑 晶 よ りな り， 浮石，ス コ リア ，岩

片を 混 える特異 な火山噴 出物で ，梨 ノ 木 ロ
ー

ム 層下 部

に 3 枚識別 され る （
一
卜位 よ りC 、，Cz，

　C3 と称す る ）．ク

リ ス タ ル e ア ッ シ ュは ， 松本盆地は もと よ り，八 ケ 檮

周辺 に ま で 広 く分布 し，良 好 な鍵 層 と な っ て い る （八

ケ 岳団研 ， 1976，本論集参照）．3枚 の ク リス タ ル ・ア ッ

シ ュ の 肉眼的特徴 お よ び 重 鉱物組成 ・ 強磁 性鉱物 の

キ ュリ
ー
温度 を第 5 図 に 示 す．

　 ク リス タ ル ・ア ッ シ ュと梨 ノ 木礫層との 関係は ，梨

ノ 木 （N − 71− 1）で は C1 ま で 水 成，松 本市城 山 （J
− 71− 1）で は C3 まで 水成 ， 穂高 カ ン ト リー

ク ラ プ

（K − 71− II
’
）で は 3 枚 と も風 成 で あ り，梨 ノ 木礫層

の 離水期 が 地域 に よ っ て 異 な る こ と を示 して い る．

　 E ．片丘礫層 ・赤 木山礫層

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な が う ね

　片丘 礫層 （新称） は ， 塩尻市長畝 （K − 75− 1）を

模式地 と し，梨 ノ 木 ロ ーム 層中部の 黒雲母密集帯 を鍵

層 と して 夾在す る礫層 で あ る．模式地付近で は，古生

層ま た は腹嶺累層 を不整合 に お お い ，層厚約 30m ，淘

汰 は 不 良．盆地 に 向 っ て 10
°
前後傾斜す る．礫 は 古生層
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起源 の 砂岩 ， 粘板岩，珪化作用 を受 けた第三 紀 の 閃緑
岩，塩嶺累層の 安 山岩 などの 亜 角礫が 多 く，局所的 に

は 塩嶺累層の 凝灰角礫岩の 大 ぎな ブ ロ
ッ ク （径 2 〜 3

m ）が散在 し
， 安山 岩礫 も不均質な 分布を示す．

　本層 の 分布は盆地 東南縁 に 限られ ， 梨 ノ 木礫層 の 分
布域 とは 異 な る の で ， 両者 の 関係 を直接観察す る こ と

は出来ない が
， 不 整合 と推定 され る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ とぶ き

　赤木山礫層 は ，松本市寿区 の 赤木山 を 模式地 とす る

亜 角礫層 で
， 模式地 で は うす い 泥炭層をは さむが，一

般 に は 鍵層 に 乏 し い ．本層上 部 は マ ト リ ッ ク ス が 火山

灰質 とな り，最上部 に は 顕著 な赤色風化殼 （古土壤）

が発達 し，不整合 で ，御岳第 1 浮石層 （Pm − IA）に お

お わ れ る．

　赤木山礫層 と片丘礫層の 関係 は ， 塩尻市小坂 田 公園

北方 で は ，第 6 図 の よ うに
， 不 整合で あ る， し か し，

チ掣
？

0

患 癒 1vam

ロ
ーthFJ／

，］tta 田 ロ
ーkFJ

Ptn−IA
チ ョ コ帯

黻 山 晒

斤血膝 序

G 5m

第 6図　K − 75− llに お け る 片丘礫層と赤木山礫
　　　　層 の 関係

一
般 に は，両者は 岩相的 に も類似し，識別 が 困難で あ

り ， 地質図 に は
，

「片丘礫層 ・赤木山礫層」 と
一

括 して

表現 し て あ る．

　片丘 礫層に つ い て は
， 次の よ うに 注 目すべ き点が 多

い ．

　 1。片丘礫層 の 基底面 は，盆 地 に 向 っ て 1ぴ 前後傾斜
して い る が，か な り平坦 で あ る．

　 2，模式地付近 で は ，本層 の 下位 に，古 生層の 凹 所

を埋 め た 塩嶺累層 の 溶岩 が侵食を ま ぬ が れ て 残 っ て い

る． こ の 地点は，従来知 られ て い た 塩嶺累層 の 分布域

よ りも，約 2km 西 に （盆地側 に ）寄 っ て お り，   塩

嶺累層 の 分布 は，か っ て は も っ と広 く，松本盆 地 の 底
に まで

， そ の 分布が 及 ぶ 可能性があ る こ と，  ま た，
塩嶺累層堆積後〜片 丘 礫層堆積前 に，松 本盆地東南縁

付近で は ，塩嶺累層を ほ と ん ど削剥 し つ く して し ま う

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

98

よ う な 侵食期 が あ っ た こ と，を 示 して い る．

　3 ．片丘礫層の 下位 に ，古生層 の 分布が，従来知 ら

れ て い た よ りも，約 1km 北方に ま で 確認され た．

　4 ．片丘礫層が分布す る田川以東の 地域は ， 基盤岩

類 の 分布高度 が 高 く，田 川 以西 と は 著 し い 対照 を 示す．

田川 以西 で は ， 盆地 を埋積す る第四 系が厚 く， そ の 基

底面 の 深度 は ，い ま だ に 不 明 で あ る ．

　 F ．中 山 泥炭層

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なか や ま

　中山泥炭層 は 松本市中山 （N − 75− 1 ）を模式地 と

する泥炭 層 ，
シ ル ト層な どの 細粒堆積物に よ っ て 特徴

づ け られ る．松本盆地 団研 （1972） は ，本層の 上 に 整

合 に重 な る礫層 と
一
括 し て ， 波 田 礫層 と称 し た が，本

論文 で は ， 泥炭層 の 顕著 な発達 に よ っ て 特徴 づ け ら れ

る下部 の 細粒堆積物を 中山泥炭層，上部 の 礫層を波 田

礫層 と再定義 した．

　中 山泥炭層 は，模式地に お い て
， 最 下都 に 御岳第

一

浮石層 （Pm − 1A），上 部に Pm − 2A
，
　Pm − 2B の 両浮

石 層 を 夾在 し，泥炭質 シ ル ト層 と崖錐性礫層が互層す

る．層厚 は 約 20m ．　Pm − 1A 浮石 よ りゃや 上 の 層準 よ

り， ヒ メ パ ラ モ ミ の 毬果，チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ （ft
’
nms

　 　 91eoraiensis

　S．　et　Z．） の 種 子 が 多産す る．

　塩尻市 の 国鉄塩嶺 トン ネ ル 坑 口 付近 で は ， 赤木山礫

層を不整合 に お お っ て
， 厚 さ約 5m の 中 山 泥 炭層 が 発

達す る （第 7 図）．最下 部 に は ，
Pm − 1A 浮 石 が水成 で

は さ ま れ ，泥炭 層上部 よ り， ヒ メ パ ラ モ   　 ト ウ ヒ

（P叱θα ブ6906 π s奮 CARR ．var ．　hondoensi
’
s　REHD ，），ヤ

ツ ガ タ ケ ト ウ ヒ （R
’
cea 　kOvamai　SHIRASAWA）の 毬果

を 産す る．本層 は 軽微な不整合 で ，波田 礫層 に お おわ

れ る．
　 　 　 　 　 　 　 こ　 そ　 ぶ

　塩尻市洗馬 の 小 曽部川ぞ い （K − II）で は，中山泥

炭層相当層 は，何枚 もの 水成の 浮石 層 ，
ロ
ーム 層 を 爽

在す る 砂層 で あ り，最上 部に は約 30   の 風成 Pt一ム 層

（小坂 田 ロ
ーム 層） を の せ

，
こ の 上 を， ロ

ーム 層 を ほ

とん ど削剥す る こ と な く， 波田 礫層がおお う（第 3図，

8 ）．

　松 本市 の 城山 で は ， 梨 ノ 木礫層を不整合 ecお お っ て
，

厚 さ数 m の 浮 石質 シ ル ト 層が 分布す る （堆積 面高度

650m ）．含有さ れ る浮石 は
， 第 8 図 に 示 す よ うに ， 典

型的な Pm − 2B 浮石 （酒 井 ・下野 ，
1972）で あ る．本

層 は 断層 に よ っ て 切 られ ， 西側 に は 明瞭 な 断 層崖が形

成 され て い る，

　中 山 泥炭層模式地 の 中山を通 り，ほ ぼ東西 方向 に ，

盆地 内 の 深井戸資料 （浅野鑿井 ニ工業株式会社，1972；

松本鑿 泉株式会社 ，1973） を な らべ た もの が 第 9 図 で

あ る、深井戸資料は ，
コ ア ・ボ ーリ ン グ に よ る もの で

は な い の で ，地層 の 同定 ・対比 に は やや問題 が あ る が，

波田礫層基底 は ， 松本盆地南部 に お け る 深層地 F水 の

帯水層 と よ く
一

致し ， 信頼度 の 高 い もの である．注 目

す べ き点 は ，

赤杣 面

　　　　　　魅 ＿

10騒 田嚇 　
’

ぐ ∴ ∵ 一

拿；曽鯉
襲　黜

蘇 山礁 層　 。il
”

）
’

tSsl
．i　 　 　 　 　

°　 玻田礁履
’

Q

中山泥黼

♂

属 徳 土

波 田 ロ ーk 層

第 7図　塩尻市塩嶺 ト ン ネル 抗口 付近 （S − 74一皿）に お け る赤木 山礫 層
・中山泥炭層 ・波 田礫層 の 関係

　　　　を示 す模式断面図
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Ioo 500 500 °c

第 8図　 Pm − 2B 浮石の重鉱物組成 な らび に J −

　　　　T 曲線 ，

　　　　ド殊図 に お い て・試料 は％〉 φ 〉 ％ mmt

　　　　i＝3，5A ，真空中，○
− O ：城 山 74− 2

　　　　 （680℃で 3 時 聞 熱処理 〉，▲
一

▲ ：梨の

　　　　木 H − 3 （未熱処 理 〉，×
一

× ：小 曽部
一

　　　　 4 （690℃ で 3 時 間 熱 処 理 ），● 一● ：花

　　　　 見 1 − 9 （690℃ で 3 時間熱処 理 ）

　 1 ．中 山 に は 波 田礫層 が分布し な い ．

　 2．盆地 内で ， 波 田礫層 の 下位 に 分布する地 層が，

中山泥炭層 で ある確証は ない が
， 海抜 550〜565m の 波

田 礫層基底面 は，中山泥炭層 の 分布上限高度 とみ て よ

い ．中山泥炭層 は ， 盆地東縁 と 盆地 内で は ，約 170m

の くい 違 い が あ る，

　 こ れ ら の 点 か らみ て ，中山泥炭層堆積中に ，盆地側

が陥没 し，急激 に 波田 礫層 の 堆積 が始 ま ・
） た もの と 推

定 され る．盆地南縁部で は ，中山泥炭層の 上 に 軽微な

不 整合で，波 田 礫層 が 重な っ て い る こ とか ら，盆地南

部 に 向 っ て 陥没 の 落差 は減少 して い る と推定 され る．

G ，波 田礫層

　波 田 礫層 の 名称 は
， 先 に 述べ た よ う に ，松 本盆地 団

研 （1972）の 波 田礫層上 半部の 礫層 に 限定 して 用 い る．

本層 は ，扇状地性 の 中〜大円礫 層 で ， マ ト リ ッ ク ス は

淘汰 の よ い 中粒砂 よ りな る．本層 は ， 波田 段 丘 を構成

99

し，松 本盆地南部 に は 広 く分布す る の に 対し，松本市

周辺 お よ び梓川以北 の 盆 地 北半部 で は ，盆地 西 縁 に の

み 断片的 に 分布す る．しか し，沖積層 に 広 くお お わ れ

る松 本市周辺 お よ び 盆地北半 部に お い て も，深井 戸 資

料 などに よ れ ば
， 沖積層下 に ，厚さ数

』
卜m 以 上 の 帯 水

性 の 良 い 礫層が分布し，波田礫層 に 対比 され る．

　波 田 礫 層 の 堆 積 は
，

ほ ぼ
， 小坂 田 ロ ーム 層 中 部 の

Pm − 3A 浮石 の 降灰時期 に 始 ま り ， 堆積終了時期は，

盆地 の 縁辺部 と波田 段丘末端部で は ずれが み られ る ．

盆地縁辺部 で は ， 波 田 段丘 に波田 ロ ーム 層の ほ ぼ全部

が 風成 で の る の に 対 し，盆地 中央部 に 近 い 末端部 で は ，

波 田 P 一ム 層 中部 の 御岳第 2 ス コ リ ア （S − 2）以 上

の み が風成 で の る．

　Pm − 3A 浮石 は ，＞ 42， 0014C 年 B ．　P．〔小林国夫

ほ か （1971）の Pm − 2’］ と報告 さ れ て お り，波田 ロ
ー

ム 層最 ド部 の 御岳第 1 ス コ リ ァ （S − 1）は，26，600±

1，6001℃ 年 B．P．，27，800± 2
，
eDe　 l4C

年 B．　P．で あ る

（Quaternary　Research　Group　of　the　Kiso　Valley
and 　K ．　KIGosHI ，1964）．御岳第 2 ス コ リ ア （S − 2 ）

は，ウ ル ム 氷期極相期直後の 可能性 が強い （酒井潤
一，

1963），こ れ ら の こ と か ら， 波 田礫層 は ，
ほ ぼ 4 万年前

に ，急激 に 堆積 が 始 ま り， ほ ぼ 2．7万年 前 に 盆地縁辺

部 で は離水が始 ま っ た の に 対 し，中央部 で は ， ウ ル ム

氷期極相期護後まで 堆積が続 い た もの と推定 され る．

　Pm − 3 グ ル ープ の 浮石 を含み ，波 田礫層 に 対 比 され

る 辰 野町小野 の 小野泥炭層 （酒井 ，
1973）は，鈴木敬

治 （1967），酒井潤
一

（1973）に よ れ ば，ヒ メ パ ラ モ ミ
，

ト ウ ヒ ，チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ
，

シ ラ ベ （Abies　veitclaiガL

．），イチ イ （
’
1
’
tzxas 　CttS

’pidala　S 夏EB ．　 et 　ZUCC．），ミ ツ ガ

シ ワ （ルtenyanthes’吻 」毎孟α 　L．） な ど の 植物遺体を産

し，花粉化 石 ぱ， ト ウ ヒ 属 （Picea），
ツ ガ 属 （Tstrga），

モ ミ属 （Abies），マ ツ 属 （PinUS）な ど の 針葉樹が 多く，

ス ギ （CηyPtomeガα）， コ ウ ヤ マ キ （SciadoPt
’
tys），

ハン

ノ キ 属 （A／nttS）などを伴 う．こ れ ら の 植物遺体お よ び

花粉化石 よ りみ て ，波田 礫層 の 堆積初期 に は ，亜 高山

帯の 針葉樹が松 本盆地 周辺 に まで 低下 し て お り，寒冷

な気候 が 推定 され る．

H ．最低位段丘堆積物

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 h・4．カロい　ど

　森 口 段丘 （小林，1961）や 上海渡段丘 （小林 ， 1961）

を構成す る 洪積世 最末期 の 礫層で ，波田 P 一ム 層 L部

（森 口 段 丘 ） お よ び 同 ロ
ーム 層 最上 部 （上海渡段丘）

を 整合 に の せ る．層厚 は
，

と もに 10〜20m ．松本市今

井 の 松 本空港付近 で は，風成 の 波 va　n 一ム 層上部を の
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第 9 図　中山を通 りほぼ東西方 向 の 深井戸柱状図と中山 一75− 1 と の 関係
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せ る森 口 段丘が，沖積面 よ り傾斜が急なた め に
， 盆 地

中央 部 に 向 っ て ，次第に 沖積 層 に お お わ れ ， 没して ゆ

く様子 が 観察 され る．

　松 本市 周 辺 や松本盆地北半部 の 東縁で は
， 最低位段

丘 堆積物 は，段丘 を形成し て 分布して お り， 波田礫層

が沖積面下 に 没 し て し ま っ て い る の と対照的 で あ る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と っら ゆ う

　松本盆地 北半部 の 明科町東方 の 吐 中泥炭層は ，15，
750± 3901 ‘C 年 B．P．を 示 し，オ オ ツ ノ シ カ （Sino−
megaceros ）， ト ウ ヒ な どの 寒冷気候 を 指示 す る動植物

化石 を産す る （小林 ， 1965）．

1．沖積層

　松本市周辺 の 盆地中央部 と盆地北半部 の 犀川 に 沿 う

低地 で は，沖積層 は 氾濫原堆積物 と し て
， 広 く分布 し ，

10〜30m の 層厚を有す る．こ の 低地 の 沖積層 は，泥炭

層や シ ル ト層 を は さみ ，比較的細粒堆積物で あ る こ と

が 特徴 で あ る．

　盆地南部で は ，沖積層 は奈良井川，鎖川，田 川 など

に 沿 っ て ，比較的粗 い 氾濫原 の 礫層か ら な り，一．
労 ，

鉢伏山西麓 や盆地南西部 の 山麓 で は，波 田 ロ
ー

ム 層を

お お っ て，薄い 崖錐性 の 堆積物 が 形 成され て い る，

　盆 地 北半部 で は ， 西 縁 に 沿 っ て ， 北 ア ル プ ス か ら 流

れ 出す鳥川 ， 乳川，中房川 などの 中 ・小河川 が，典型

的な複合 扇 状 地 を 形成 し， 盆地南半部 と著 し い 対 照を

小 し て い る．

IIJ．ま と め

　 松本盆地形成過程 の 概要 は
， 次 の よ うに まとめ られ

る．

　 A ．塩嶺累層 お よ び そ の 相 当層 は ， 松本盆地南東縁

の 勝弦，塩嶺峠 ， 東 山 周辺 や 美 ケ 原，扉峠
．…

帯 に 広 く

分布す る．塩嶺累層 は
， そ の 下部に 凝灰質 シ ル ト層，

砂層，礫層な どの 水成層を 伴い ，盆地東北縁 の 大峯累

層 と も対比 され る 可能性が強 い こ と か ら， 松本盆地，
塩嶺 ， 鉢伏山塊，美 ケ 原，大峯累層分布地 域 に か け て

，

鮮新世末 〜洪積世前 期初葉 に は
， 広大な水域 が存在し

た もの と推定さ れ る，大峯累層 に は ，海成層が は さ ま

れ る こ とか ら， こ の 水 域 は ，現海水準 に 近 い 高度 に 形

成 され，か つ
， 海退後に も，それ ぞ れ の 盆地 が 淡水域

として 分化 ・残存 して い たもの と思 わ れ る．

　洪積 世 前期末 に か け て
，

こ の 堆積層 お よ び 火山岩類

の う え に 形成 され た ， 広 大な侵食平坦 面 が 大峯面 で あ

る．した が っ て，大峯面 の 形 成 も，侵 食基準面 （こ の

場合海水準） に 近 い 高度 で行わ れ た．
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　 B ．大峯面形成後 ， 洪積世 前期末に ，北 ア ル プ ス ，
鉢伏山塊，美 ケ 原な ど は，隆起運動が激 し くな り，こ

の 過程 で 北 ア ル プ ス 前山地 帯 に 生 じた ほ ぼ南北性の 断

層 に よ っ て，盆地 側が お ち込 み ， 中山 丘陵や大 口 沢に

残る 巨礫群 が 北 ア ル プ ス か ら運 ば ん され た．

　 C ．洪積世 中期初葉 に
， 前述 の 隆起運動が 続 くなか

で
， ほ ぼ，現在 の 盆地の 輪郭が 形成 され ，梨 ノ 木礫層

が堆積 し た ．同 層の 中 に は ヒ メ パ ラ モ ミを産 し，気候
が 寒冷 で あ っ た と推測 され る．

　D，洪積世中期全般 を 通 じて ，隆起運動 は 盆地東側
の 山地 で ，特 に は げ しか っ た ．片丘 礫層，赤木山礫層

が 盆地東南縁に しか 分布しない の は こ の た め で あ る ．

　E．洪積世後期 の 前半，松本盆地 は静穏 で あ り， 泥

炭層や シ ル ト層な ど 湖沼性 の 堆積物 に よ っ て 特微 づ け

られ る． ト ウ ヒ ， ヒ メ バ ラ モ   チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ な

どを産 し，気候 は 寒冷で あ っ た．

　F ・洪積世後期 の中頃盆 地東縁 で 断 層 力
’
1形 成 され ，

盆地 の 沈降 に と もな っ て
， 厚 い 波 田礫層が堆積 し た．

こ の 沈降運動 は，盆地 の 中部，北部 の 東側ほ ど は げ し

く，か つ ，後まで 長 く続 い た ．盆 地 中部〜北部 の 東縁

を画す る 明瞭 な断層崖 は ， 主 として こ の時期に 形成 さ

れ た．

　G ．洪積 世前期末 の 大 峯面形成以降 ， 鉢伏山 な ど第

三 系か ら成 る 中央隆起帯 は，盆地底 に 埋没し て い る と

推定 さ れ る 大 峯面 と比 較すれ ば
， そ の 落差 は ，1，500m

以 上 に 達す る，
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（Abstract）
，

　Awide −spread 　lake　assumed 　to　be　larger　than

the　recent 　Matsumoto 　Basin　had　existed 　in　Early

Pleistocene，　and 　the　Enrei　Formation 　and 　its　equi −

valent 　fQrmations　had　been　deposited　in　the　lake．

An 　extensively 　even 　erosion 　surface 　formed　on 　the・

sediments 　in　the　latest　Early　Pleistocene 　is　called

the　Ohmine　geomorphologic　 surface ．

　After　the　formation　of　the 　Ohmine 　surface ，　the

recent 　 mountainous 　 areas 　 such 　 as　 the　Northern

J即 an 　Alps
，
　Mt ．　 Hachibuse ，　Mt ．　Utsukushigahara

and 　so　on 　had　been　upheaved ，
　while 　the　Matsumoto

Basin　area 　had　been　depressed　and 　the　Nashinoki

Gravel　Formation，　the　upper 　Middle　Pleistocene ，

had 　been　deposited．　The　base　of　the　Enrei　Forma −

tion　is　1，800　m 　above 　sea 　level　in　Mt．　 Hachibuse，

while 　700　m 　above 　sea 　level　in　the　southern 　part　of

the　Basin．The 　 amount 　 of 　 upheaval 　 of 　the　mount
−

ainous 　 areas 　can 　 be　 estimated 　to　be　 more 　than

1，000m ，

　The 　Matsumoto 　Basin 　area 　had　been　depressed

again 　in　the　middle 　part　of 　the　Upper　Ple
’
istocene

（about 　40
，
000　years　B ．　P）and 　the　Hata　Gravel　For−

mation 　had　been　deposited．　The 　amount 　of　depre−

ssion 　may 　be　estimated 　to　be　about 　150　 m 　in　the

eastern　periphery　of　the　middle 　part　of　the　Basin ．
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